であらう か、 而も 憎い 色の 退紅色の あの 風呂敷 包 を 海 

へ 捨てて しまへば よかった などと 思 ふ。 毀 たれ は 〔# 

「は」 は ママ〕 家の 後に 残った 十 畳と 四 畳の 二 間に、 簞 

笥ゃ 仏壇 を ごたごたと 並べ て その 中で 一 一人の 子に やん 

ちゃ を 云 はれながら 笑顔 をして 居た 弟 夫婦が 哀れに 思 

ひ 出され もす る。 熊 七が 乗って 来た 汽車 は どの辺に 居 

るで あらうな どと も 思 ふ。 食堂へ 誰も 誰も 行く。 〔# 

「。」 は 底本で は 脱落〕 通って 行く 女が 皆 團十郎 の 妹娘の 

旭 梅と か 云 ふ 人の 風 〔# ルビの 「う」 は ママ〕 つき を 

して 居る。 わたし は 食べたくない ことより ももの を 云 

ひたくない 心が 多くて 弁当 も 買 はない ので ある。 国府 



『じふて リゃ でね、 軽い のです がね。』 

と修 さん は 云った。 わたし 等 三人 は 早足で 車 寄へ 出た。 

修 さん は麟の 容体 は 注射 をした 後で あるから 少し 熱が 

あるか も 知れない が 案じる に は 及ばない と 繰返し 繰 返 

しわた しに 云って、 それから 電車で 役所へ 行った。 車 

に 乗った わたし は 末の 男の子の 病気 を 思 ひ 懸けずに 聞 

いて 混乱した 頭の 横で、 何故 今朝 桃 はいつ もの やうに 

水際立って 綺麗な 顔に は 見えなかった ので あらう とそ 

んな こと を 物足りなく 思って 居た。 車夫が 握 拳で 突い 

たら 閉 つた 門が 左右に 開いた。 隣の 家の 玄関から 七 瀬 

と 八峯が 出た 来た 〔# 「出た 来た」 は ママ〕。 茶の間の 



ました。 併し 大概 わかって 居て 下さる でせ う。 私 は 

私の 弱い 方面 を 奥様に 見せ 度くありません でした。 

何 かの 時には 尤も 冷静、 沈着に 処理して 行く ことの 

出来る 男 だと 思って 居て 下さい。 私 は 確かに さう 云 

ふ 方面 を も 持って 居ます。 〔# 「。」 は 底本で は 脱落〕 

リヒャ ルド、 デェ メルが 斯う 云って 居ます。 〔# 「。」 

は 底本で は 脱落〕 「され ども 恋 は Tr&be なり」 Trtlbe 

と は 曇る と 云 ふ 意味と うら 悲しい と 云 ふ 意味 を も 持 

つて 居ます。 私 は それに 「永久に」 と附 加して 置き 

度い。 併し 貴女 は 強い 人で せう。 

こんな 手紙 を 書いても 決して 奥様 を 慰められ やうと 



と 気が 附 いた。 十一 時半で ある。 松に 門の 前へ 出て 見 

て 居て くれと 云った。 金 尾さん を 老人に したやうな、 

それよりも 痩せて 穢ぃ 背の 屈んだ 人 だと わたし は 云つ 

た。 その後で 番頭の 熊 七 は 絵草紙に ある 孫 悟空に 生 写 

しで あると 妹と 云って 笑った 昔の 日の ことが 思 ひ 出さ 

れて 微笑まずに 居られなかった。 遊びに 来て 居た 女の 

子 達に 豆 人形 を 出して 分けて 持たせて 帰す と、 わたし 

等 も 欲しい と 七 瀬と 八 峯が云 ふので、 三つ 持って 帰つ 

た 土 焼の 舞子 を 佐 藤さん の 分 を 一 つ だけ 残して 跡 を 遣 

つてし まった。 麟が 帰って来た。 〔# 「ご は 底本で は 脱 

落〕 もう 大丈夫 だと 云 ふこと である。 松が 待ち あぐん 



ら ない。 鰯の すしと 玉子の 煮た ので 夕飯 を 食べてから 

湯に 子供 を 入れた。 髪 を 撫でて 灯の 点った 書斎に 入つ 

て 万 朝の 歌の 撰 をしょう とした。 私の 机の 上に、 

上 総 国周淮 郡に 未珠名 〔# 「未珠 名」 は ママ〕 と 云 

ふ 娘が 居た。 娘 は 生れながら 悧 発な 上に 美く しく、 

乳の あたりが ふく やかに 腰 は 気 もちよく 細かった。 

それで 以似蜂 娘 子と 綽名で 呼んで 居る 男 も 多かった。 

娘の 年 はよ くわから ない、 娘に 聞いて 見る と 二十 だ 

とも 二十 一 だと も 云った。 しかし 大 底の 人に は 十九 

だと 答へ たやう だ。 けれど その後で はきつ と 女の 十 

九と 云 ふの はいい 年で ございま すねと 付け 加へ て 居 



たの を 見る とそれ も 当に はならない。 娘の 評判が 立 

つと 用 もない のに その 門 を 往来したり 遠 ま はりした 

りする 男 は 沢山あった もの だ。 

娘 は 毎日 美く しい 蜂が 花から 密を 運ぶ やうに 仕事の 

やうに また 慰みの やうに 草 を 干したり 水 を 汲んだり 

して 居た。 娘の 家の 直ぐ 前 を 川が 流れて 居た。 

, J んな 書き さしの 原稿が 置いて ある。 江 南 さ ん のお 書 

きにな リ さうな もの だと 思 ふので あるが 佐 藤 さ んのゃ 

うで も ある。 硯の 下から 大學 さんの はがきと 三 田の 文 

学会 の 切符が 七 八 枚 出た のでい よいよ 佐 藤さん の だと 

思った。 歌の 撰 を 清書 だけ 明日に 残して 帰って来た 熊 
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